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センサーを固定し、
ステージ移動による中心厚測定

ステージを上下駆動させ、すばやく測定

測定原理と測定方法 

A

- mm

外径公差と光軸

レーザービームを照射し、
エッジ検出による外径測定

キーエンス製のビーム遮断方式による外径測定
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製造現場のご要望にお応えし、
使いやすさを追求した大口径レンズ対応モデル

センタリングや校正はとてもシンプルな構造
製造現場では、複雑な機能や作業は出来る限りシンプルにしたい。
そんなご要望にお応えし、「非接触式測定」を可能にした大口径レンズ対応モデルです。

測定原理と測定方法 

測定の流れ
変位計（上）

変位計（下）

WD（上）

WD（下）

ブロックゲージ T =T   (既知)０ CT(中心厚)

変位計測定値

変位計測定値

エンコーダー変位

エンコーダー変位

レンズ中心厚（CT）  ＝　Ｔ  ± エンコーダー変位 ± 変位計測定値 0

径に応じてスペーサを変更する
ことによりセンタリングを行い、
その後、校正とサンプル測定。

Vブロック

専用ヤトイに搭載し、
画面を見ながらダイヤルとボタン操作するだけ

手動だからこそ、感覚的な操作が魅力
まずジョグダイヤルでセンサー（※黄色の反射信号）をその測定範囲内にまで近づけます。
次にテンキーのEnterボタンを押すだけで測定が完了します。

小径用ヤトイ
※頂点検出用XYステージ ※小径用ヤトイの場合、XYステージで頂点検出

ジョグダイヤル

大口径用ヤトイ

X Y

測定点
面頂点中心厚

ステージ移動量

ダイヤルで測定範囲内
に近づける

Enterボタンを押し、
測定が完了する。

測定範囲内に入る。
※黄色の反射信号
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センタリング

ヤトイの種類

レンズ径に応じた
各種ヤトイを使用
します。



機種別比較表と仕様

CTgaugeDX CTgauge ZD CTgauge LM
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CTgaugeＤＸ

CTgaugeＺＤ

CTgaugeＬM






